
山
本
有
三
の
活
動
は
、
実
に
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
年
々
、
様
々
な
研
究
領
域
に
お
い
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
近
現
代
文
学
の
場
に
お
い
て
は
、
そ
の
考
察
は
停
滞
・
硬
直
化
の
感
が
否
め
な
い
。
特
に
、
彼
の
作
家
像
が
「
虚
像
の
う
え
に
実

（

１

）

（

２

）

像
を
重
ね
て
い
る
」
な
ど
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
論
に
お
い
て
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る
（
＊
以
下
、
同
拙

論
に
つ
い
て
は
、
「
前
論
」
と
表
記
す
る
）
。

本
稿
は
、
前
論
に
お
い
て
、
紙
幅
の
関
係
等
に
よ
り
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
周
辺
事
項
を
中
心
に
、
山
本
有
三
や
同
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な

動
向
を
、
補
筆
の
意
味
合
い
も
込
め
、
包
括
的
に
論
述
す
る
も
の
で
あ
る
。
長
年
に
わ
た
る
彼
の
活
動
の
な
か
で
も
、
特
に
、
前
論
に
引

き
続
き
〈
両
義
性
〉
を
帯
び
た
戦
時
下
の
作
家
像
を
中
心
に
焦
点
を
当
て
る
。
た
だ
し
、
前
論
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
の
〈
両
義
性
〉

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
、
山
本
有
三
自
身
の
活
動
・
意
図
を
、
時
局
へ
の
〈
抵
抗
／
協
力
〉
と
い
う
、
分
か
り
や
す
い
二
項
対
立
の

評
価
軸
に
再
配
置
す
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
な
い
。
山
本
有
三
像
が
ど
の
よ
う
に
形
成
・
発
信
・
流
通
し
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ
の
背
景

は
じ
め
に

「
ヒ
ュ
ー
言
一
ズ
ム
」
の
背
後

’
一
九
三
八
年
前
後
の
山
本
有
三
と
そ
の
周
辺
Ｉ

平

浩

一
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に
は
ど
の
よ
う
な
時
代
情
勢
が
あ
っ
た
の
か
に
注
目
し
て
い
く
。
そ
の
考
察
を
通
し
て
、
前
論
と
と
も
に
、
研
究
が
硬
直
化
し
て
い
る
山

本
有
三
に
関
し
、
再
検
討
す
る
地
盤
形
成
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

（

３

）

一
九
二
○
年
代
末
か
ら
、
新
聞
連
載
小
説
に
よ
っ
て
大
き
な
人
気
を
博
し
た
山
本
有
三
で
あ
る
が
、
「
風
」
「
女
の
一
生
」
「
路
傍
の
石
」

（

４

）

の
〈
検
閲
〉
〈
削
除
〉
〈
打
ち
切
り
〉
や
「
ペ
ン
を
折
る
」
に
お
け
る
抗
議
の
姿
勢
、
共
産
党
へ
の
資
金
提
供
容
疑
に
よ
る
検
挙
・
拘
留
、

（

５

）

吉
野
源
三
郎
の
身
元
保
証
な
ど
を
根
拠
に
、
一
貫
し
た
「
国
家
権
力
」
へ
の
「
抵
抗
の
姿
勢
」
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。
し
か
し
、
彼

の
情
報
発
信
の
さ
れ
方
、
特
に
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
頃
の
情
況
を
精
査
す
る
と
、
相
反
す
る
側
面
が
見
え
て
く
る
。
対
外
戦
略
情

報
誌
言
冨
口
目
‐
烏
旨
、
あ
る
い
は
「
国
語
国
字
」
問
題
や
「
児
童
文
学
」
を
め
ぐ
る
動
向
等
に
注
目
し
た
と
き
、
「
時
代
に
果
敢
に
立

（

６

）

ち
向
か
っ
た
」
／
「
為
政
者
の
側
に
立
っ
て
、
国
家
統
制
に
か
か
わ
っ
」
た
と
い
う
、
時
局
に
対
す
る
〈
両
義
性
〉
を
帯
び
た
作
家
像
が
、

そ
こ
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
時
代
受
容
に
も
目
を
向
け
る
と
、
そ
う
し
た
作
家
像
の
形
成
・
流
通
が
可
能
に
な
っ
た
事
由
も
見
出
さ
れ
て
い
く
。
一
九

三
八
年
七
月
の
板
垣
直
子
「
現
代
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
文
学
ｌ
山
本
有
三
氏
の
文
学
と
思
想
の
発
展
』
（
『
現
代
小
説
論
』
第
一
書
房
）
を

（

７

）

ひ
と
つ
の
契
機
に
、
「
人
道
主
義
」
と
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
、
ま
っ
た
く
異
な
る
価
値
観
が
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
折
り
重
ね
ら
れ
、
山
本
有
三
の
評
価
軸
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
ひ
と
つ
の
結
節
点
と
な
り
、
〈
両
義

チ

ャ

ン

ネ

ル

的
〉
な
作
家
像
の
流
通
を
可
能
と
す
る
回
路
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
〈
時
代
〉
〈
領
域
〉
〈
国
境
〉
を
横
断
す
る
山
本
有
三
の
幅
広
い
活
動

は
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
評
価
軸
を
ひ
と
つ
の
基
盤
と
し
な
が
ら
、
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

前
論
を
ご
く
簡
単
に
振
り
返
る
と
右
の
よ
う
に
な
る
が
、
以
下
、
紙
幅
の
関
係
で
割
愛
し
た
同
時
代
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の
位
置

｜
、
『
抵
抗
』
と
『
空
洞
化
」
ｌ
『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
の
位
置
と
変
遷
（
一
）
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づ
け
に
つ
い
て
、
特
に
時
局
と
の
関
係
に
注
目
し
、
補
筆
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

元
来
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
語
に
お
い
て
、
殊
に
近
現
代
文
学
の
場
に
お
い
て
、
非
常
に
規
定
し
に
く
い
側

面
を
持
つ
。
一
九
六
四
年
の
段
階
で
、
小
田
切
秀
雄
は
「
内
容
空
疎
な
美
辞
麗
句
の
一
つ
」
、
「
衛
生
無
害
の
観
念
」
と
い
う
形
で
、
そ
う

（

８

）

し
た
傾
向
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
性
質
は
、
現
在
に
お
い
て
も
「
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
は
、
ほ
と
ん
ど
「
何
で
も
あ
り
」
に

（

９

）

な
っ
て
し
ま
っ
た
」
、
．
人
畜
無
害
の
標
語
」
と
し
て
空
洞
化
」
し
た
、
と
言
及
さ
れ
続
け
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
指
摘
は
、
戦
前
か
ら
反
復
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
谷
川
徹
三
は
一
九
三
六
（
昭
和
一
二

年
の
段
階
で
、
「
市
民
階
級
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
自
由
主
義
や
個
人
主
義
と
結
び
つ
い
て
確
立
さ
れ
た
」
と
い
う
形
で
、
「
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
」
の
「
抵
抗
」
と
い
う
側
面
に
高
い
評
価
を
加
え
た
が
、
同
時
に
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
は
「
甚
だ
暖
昧
な
言
葉
」
で
、
様
々

（

Ⅱ

）

な
概
念
が
「
い
つ
し
よ
く
た
に
な
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
、
い
ろ
い
ろ
な
混
乱
が
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

こ
の
谷
川
論
の
背
景
に
は
、
無
論
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
迫
る
時
代
情
勢
の
な
か
で
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
語
が
広
く
流
通
し
た

時
代
情
勢
が
あ
っ
た
。
「
学
芸
自
由
同
盟
」
等
を
皮
切
り
に
、
「
人
民
戦
線
」
「
統
一
戦
線
」
の
気
運
が
多
少
な
り
と
も
高
ま
っ
た
と
さ
れ

る
一
九
三
五
（
昭
和
一
○
）
年
前
後
の
「
文
芸
復
興
」
期
、
「
行
動
主
義
」
「
能
動
精
神
」
と
い
っ
た
言
葉
と
と
も
に
、
「
ピ
ュ
ー
マ
’
一
ズ

ム
」
、
あ
る
い
は
「
ネ
オ
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
が
広
く
流
通
し
て
い
く
。
小
田
切
秀
雄
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
と
い
う
こ
と
ば
自
体
が
、
中
日
戦
争
開
始
前
後
に
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
た
い
す
る
防
衛
と
抵
抗
の
試
み
の
な
か
」
で
、
「
一
種
の
切
実

な
内
面
的
定
着
を
も
つ
に
い
た
っ
た
」
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
三
七
〜
三
八
年
に
か
け
て
の
第
一
次
・
第
二
次
人
民
戦
線
事
件
等
に
よ
り
、
組
織
的
な
抵
抗
運
動
が
困
難
に
な
っ
て
い

、

、

、

、

く
と
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
も
、
広
く
流
通
し
て
い
た
そ
の
分
だ
け
、
い
わ
ば
宙
に
浮
く
形
に
な
る
。
谷
川
は
、
三
六
年

に
お
け
る
前
述
の
論
に
お
い
て
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の
特
性
を
、
「
な
ん
で
も
か
で
も
そ
の
中
に
取
込
む
こ
と
が
で
き
」
、
「
ど
ん
な
と

こ
ろ
へ
で
も
入
り
込
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
も
述
べ
て
い
た
。
時
局
が
激
変
し
て
い
く
な
か
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
が
元
来
は
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こ
の
窪
川
の
指
摘
は
、
一
九
三
九
年
の
も
の
で
あ
る
。
日
中
戦
争
の
長
期
化
、
第
一
次
・
第
二
次
人
民
戦
線
事
件
、
国
家
総
動
員
法
制

定
な
ど
が
立
て
続
け
に
起
こ
り
、
激
変
し
て
い
く
時
局
の
な
か
で
、
「
空
気
の
や
う
な
気
分
的
な
も
の
」
と
い
う
傾
向
を
帯
び
つ
つ
広
く

流
通
し
て
い
た
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
は
、
窪
川
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
都
合
の
よ
い
空
想
の
論
理
」
と
し
て
、
よ
り
窓
意
的
に
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

山
本
有
三
像
の
評
価
軸
も
ま
た
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
あ
る
種
の
〈
容
れ
物
〉
に
、
異
な
る
価
値
観
が
収
容
さ
れ
る
形
で
構

築
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
背
後
に
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
情
勢
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ら
む
「
空
洞
化
」
（

い
っ
た
の
で
あ
る
。

の

そ
う
し
た
情
況
に
つ
い
て
、
窪
川
鶴
次
郎
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

か
つ
て
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
や
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
が
論
議
さ
れ
た
当
初
は
、
紗
く
と
も
そ
の
当
初
は
、
そ
の
掠
り
ど
こ
ろ
を
失
っ
た

人
間
と
い
ふ
概
念
を
求
め
よ
う
と
す
る
自
然
発
生
的
な
要
求
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
意
味
を
持
っ
て
ゐ
た
。
﹇
…
…
﹈
そ
れ
は
空
気
の

や
う
な
気
分
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
そ
れ
は
後
に
空
気
の
や
う
に
消
え
去
っ
た
。

か
く
て
今
日
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
の
概
念
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
そ
の
現
実
に
根
ざ
し
た
直
観
的
な
真
実
性
を
持
つ
て

ゐ
な
い
が
故
に
、
あ
ら
ゆ
る
都
合
の
よ
い
空
想
の
論
理
を
巧
み
に
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
由
自
在
に
各
場
合
に
応
じ
た
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
テ
ィ
を
説
く
こ
と
が
出
来
る
。
﹇
…
…
﹈
そ
こ
で
は
、
そ
の
相
違
の
多
様
性
に
応
じ
て
ま
っ
た
く
都
合
の
よ
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ

の
概
念
を
創
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
（
「
本
年
度
文
学
の
概
観
ｌ
感
情
の
通
俗
化
」
『
中
央
公
論
』
一
九
三
九
・
一
二
）

陥
穿
が
拡
大
さ
れ
、
そ
こ
に
落
ち
込
む
形
で
、
様
々
な
概
念
が
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
に
吸
収
さ
れ
て
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そ
こ
で
は
、
ま
ず
林
房
雄
が
「
ぼ
く
ら
の
言
っ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
ふ
も
の
」
は
、
「
実
際
上
狭
義
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
ッ
イ
ア
の

間
に
現
は
れ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
、
左
翼
主
義
の
退
却
的
延
長
だ
っ
た
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
林
房
雄
の
語
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ

ム
」
と
は
、
「
文
芸
復
興
」
期
に
気
運
が
高
ま
っ
た
「
人
民
戦
線
的
な
意
味
を
ふ
く
ん
で
い
た
と
こ
ろ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
（
小
田
切
）
、

（

Ⅱ

）

す
な
わ
ち
、
山
本
有
三
像
の
形
成
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
っ
た
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
ピ
ュ
ー
マ
’
一
ズ
ム
」
を
指
し
て
い
る
。

、

、

、

、

、

、

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
林
房
雄
が
「
ぼ
く
ら
の
言
っ
た
」
「
さ
う
い
ふ
も
の
で
あ
っ
た
」
と
、
過
去
形
で
語
っ
て
い
る
こ

と
、
さ
ら
に
「
そ
れ
が
今
で
は
通
用
し
な
く
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
、
阿
部
知
二
も
、
「
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
の
解
釈
を
ま
と
も
に
い
ま
や
っ
て
も
、
座
談
会
が
二
三
年
前
に
後
戻
り
す
る
だ
け
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
プ

こ
の
座
談
会
の
出
席
者
は
、
河
上
徹
太
郎
、
林
房
雄
、
阿
部
知
二
、
三
木
清
、
舟
橋
聖
一
、
森
山
啓
、
武
田
麟
太
郎
、
横
光
利
一
で
あ
っ

た
。
表
題
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
座
談
会
で
は
、
「
知
識
人
」
や
『
文
學
界
』
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
等
、
広
い
問
題
か
ら
口
火
が
切
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
徐
々
に
そ
の
話
題
は
、
い
つ
の
間
に
か
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の
論
議
に
集
中
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
話
題
の
推
移
自

体
が
、
こ
の
時
期
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
語
が
広
く
流
通
し
て
い
た
こ
と
、
な
ら
び
に
、
時
代
の
キ
ー
・
タ
ー
ム
に
な
っ
て
い

た
こ
と
を
示
す
。

前
節
で
は
、
山
本
有
三
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
評
価
軸
が
形
成
さ
れ
た
背
景
を
確
認
し
た
。
本
節
で
は
、
そ
れ
を
前
提
と
し

な
が
ら
、
一
九
三
八
年
頃
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
に
、
さ
ら
に
別
の
強
い
意
味
合
い
が
付
与
さ
れ
た
流
れ
に
注
目
し
た
い
。
そ
れ
を
端

的
に
示
す
の
が
、
広
く
知
ら
れ
る
『
文
學
界
』
の
座
談
会
「
知
識
人
の
立
場
ｌ
附
・
「
文
學
界
」
の
使
命
ｌ
」
（
一
九
三
八
・
五
）
で

あ
る
。

二
、
〈
新
た
な
〉
意
味
合
い
ｌ
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
の
位
置
と
変
遷
（
二
）
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た
だ
し
、
阿
部
は
「
さ
う
い
ふ
も
の
だ
け
を
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
ふ
べ
き
か
？
」
と
い
う
疑
問
を
呈
し
、
他
の
出
席
者
も
、
「
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
が
人
類
永
遠
の
思
想
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
は
生
き
て
ゐ
る
」
（
河
上
徹
太
郎
）
、
「
現
在
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
何
に
対
し
て
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
言
は
れ
て
ゐ
る
の
か
」
（
三
木
清
）
と
い
う
形
で
、
〈
古
く
〉
な
っ
た
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
に
「
後
戻
り
」
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
こ
に
〈
新
た
な
〉
意
味
合
い
を
見
出
す
べ
き
だ
、
と
い
う
形
で
話
題
は
推
移
し
て
い
く
。

そ
こ
で
展
開
さ
れ
て
い
く
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の
〈
新
た
な
〉
意
味
合
い
と
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
阿
部
知
二
は
「
外
国
語
で
言
へ
ば
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
か
な
ん
と
か
い
ふ
が
、
さ
う
い
ふ
英
語
な
ん
か
使
ふ
必
要
は
な
い
。
ぼ

く
は
温
か
い
心
が
日
本
精
神
だ
と
思
っ
て
る
」
、
「
ま
づ
日
本
人
と
し
て
生
き
、
や
が
て
が
世
界
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
伸
び
て
行
く
や

（

吃

）

う
な
も
の
が
本
当
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
だ
」
と
述
べ
る
。
舟
橋
聖
一
も
そ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
、
「
今
日
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
は

「
日
本
民
族
が
発
展
す
る
と
い
ふ
線
に
完
全
に
沿
ふ
虚
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
「
国
家
発
展
の
線
に
沿
は
な
い
や

う
な
行
き
方
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
ふ
も
の
で
は
、
絶
対
に
駄
目
だ
」
、
「
即
ち
愛
国
的
人
道
主
義
の
線
に
沿
っ
て
や
っ
て
行
く
べ
き
ぢ

や
な
い
か
ね
」
と
規
定
す
る
。
さ
ら
に
、
林
房
雄
は
「
人
道
主
義
の
偽
の
パ
ン
、
偽
の
肉
を
く
わ
せ
て
お
い
て
日
本
を
い
つ
ま
で
も
世
界

の
劣
等
国
家
に
し
て
を
く
、
世
界
に
何
も
の
を
も
貢
献
し
な
い
国
民
に
す
る
、
ロ
シ
ア
の
奴
隷
、
イ
ギ
リ
ス
の
奴
隷
に
し
て
し
ま
ふ
と
い

ふ
や
う
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
い
ま
日
本
に
唱
へ
ら
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
日
本
人
を
殺
す
こ
と
だ
」
と
し
て
、
よ
り
強
い
調
子
で

「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の
問
題
を
包
括
し
て
い
く
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
座
談
会
に
お
い
て
は
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
概
念
に
対
し
て
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と

「
人
道
主
義
」
と
い
う
「
二
つ
の
系
統
」
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
「
現
在
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
「
今
日
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」

と
し
て
、
そ
こ
に
「
愛
国
的
」
や
「
日
本
精
神
」
と
い
う
意
味
合
い
が
〈
新
た
に
〉
付
与
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
る
。

ロ
レ
タ
リ
ア
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
観
点
は
、
既
に
〈
古
い
〉
も
の
だ
と
い
う
認
識
が
、
こ
の
対
話
の
場
に
お
い
て
共
有
さ
れ
て
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以
上
、
一
九
三
八
年
頃
に
お
け
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の
変
遷
を
、
『
文
學
界
』
の
座
談
会
に
注
目
し
な
が
ら
再
確
認
し
た
。
た
だ

し
、
こ
の
変
遷
自
体
は
、
何
も
新
た
な
指
摘
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
小
田
切
秀
雄
も
「
少
な
か
ら
ぬ
ひ
と
び
と
が
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
を
軍
国
主
義
と
奇
妙
な
仕
方
で
調
和
さ
せ
る
（
１
）
方
向
に
も
進
ん
だ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
う
し
た
同
時
代
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の
あ
り
方
が
、
三
八
年
以
降
の
山
本
有
三
の
評
価
や
活
動
に

も
反
映
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
は
、
こ
の
後
「
反
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
思
想
の
な
か
に
さ
え
Ｉ
た
と
え
ば

フ
ァ
シ
ズ
ム
や
封
建
主
義
（
封
建
支
配
を
権
威
づ
け
る
思
想
）
の
な
か
に
さ
え
部
分
的
に
は
ふ
く
ま
れ
る
」
（
小
田
切
）
と
い
う
、
矛
盾

を
は
ら
ん
だ
、
よ
り
窓
意
的
で
多
義
的
な
性
質
を
含
有
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
傾
向
が
、
こ
の
時
期
に
記
録
さ
れ
た
山
本
有
三
像
に
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

谷
川
徹
三
が
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
、
「
甚
だ
暖
昧
な
言
葉
」
で
「
な
ん
で
も
か
で
も
そ
の
中
に
取
込
む
こ
と
が
で
き
」
、

「
ど
ん
な
と
こ
ろ
へ
で
も
入
り
込
ん
で
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
指
摘
し
た
の
は
、
こ
の
二
年
前
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
「
な
ん
で
も
か
で

も
そ
の
中
に
」
入
れ
ら
れ
る
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
〈
容
れ
物
〉
に
、
三
八
年
頃
か
ら
、
「
愛
国
的
」
や
「
日
本
精
神
」
と
い
っ

た
意
味
合
い
も
ま
た
「
取
込
」
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
窪
川
鶴
次
郎
が
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
概
念
に
対
し
て
、

「
都
合
の
よ
い
空
想
の
論
理
」
、
「
多
様
性
に
応
じ
て
ま
っ
た
く
都
合
の
よ
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
の
概
念
を
創
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
」

と
指
摘
し
た
の
は
、
こ
の
翌
年
で
あ
っ
た
。

戸
坂
潤
は
、
こ
う
し
た
事
態
を
い
ち
は
や
く
察
知
・
予
見
し
て
お
り
、
右
の
座
談
会
の
前
年
の
段
階
で
、
す
で
に
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

と
は
文
化
上
の
日
本
主
義
の
延
長
で
は
な
」
く
、
「
伝
統
主
義
的
乃
至
回
顧
的
な
ロ
マ
ン
主
義
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
凡
そ
反
対
な
も
の

（

Ｂ

）

だ
と
い
ふ
こ
と
を
、
特
に
注
意
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
。
そ
の
戸
坂
の
危
倶
は
、
現
実
の
も
の
と
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戦
時
下
の
山
本
有
三
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
幾
度
も
「
戦
争
と
い
う
ひ
と
つ
の
い
ま
わ
し
い
現
象
に
た
い
す
る
文
化
的
抵
抗
」
、

｛

脚

）

「
時
代
に
果
敢
に
立
ち
向
か
っ
た
」
、
「
真
の
自
由
主
義
者
」
と
い
っ
た
指
摘
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
根
拠
と
さ
れ
た
の
は
、
先
に

触
れ
た
「
風
」
「
女
の
一
生
」
「
路
傍
の
石
」
に
お
け
る
〈
検
閲
〉
〈
削
除
〉
〈
打
ち
切
り
〉
の
問
題
に
加
え
、
『
日
本
少
国
民
文
庫
』
刊
行

や
、
「
ふ
り
が
な
廃
止
論
」
の
主
張
、
あ
る
い
は
「
ペ
ン
を
折
る
」
の
存
在
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
前
論
で
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
対
外
戦
略
情
報
誌
や
内
務
省
と
の
関
係
等
に
お
い
て
、
ま
た
違
っ
た
彼
の
作
家
像

の
あ
り
方
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
れ
は
、
「
為
政
者
の
側
に
立
っ
て
、
国
家
統
制
に
か
か
わ
っ
」
た
と
い
う
側
面
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
山
本
有
三
の
行
動
を
受
容
す
る
評
価
軸
は
、
前
節
で
確
認
し
た
「
愛
国
的
」
や
「
日
本
精
神
」
と
い
う
意
味
合
い
を
も
取
り

込
ん
だ
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
の
な
か
に
、
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
一
九
三
八
年
以
降
の
山
本
有
三
像
に
お
い
て
、
そ
れ

（

胴

）

今
村
忠
純
が
注
目
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
政
翼
賛
運
動
の
「
国
民
の
自
発
的
協
力
」
を
促
す
た
め
結
集
さ
れ
た
「
中
央
協
力
会
議
委
員
」

の
代
表
に
、
山
本
有
三
は
名
を
連
ね
て
い
る
。
そ
の
第
一
回
の
会
合
は
、
一
九
四
一
年
六
月
一
六
日
か
ら
二
○
日
ま
で
の
五
日
間
に
行
わ

れ
た
が
、
最
終
日
の
六
月
二
○
日
、
「
中
央
協
力
者
会
議
全
員
懇
談
会
」
が
開
か
れ
、
山
本
有
三
は
会
議
全
体
を
締
め
く
く
る
挨
拶
を
行
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
の
山
本
有
三
の
発
言
は
、
「
大
政
翼
賛
会
」
に
よ
る
『
第
一
回
中
央
協
力
会
議
会
議
録
』
（
一
九
四
二
に
記
録
さ
れ
て

い
る
。
今
村
が
す
で
に
紹
介
し
て
い
る
も
の
の
、
比
較
的
貴
重
な
資
料
で
あ
る
た
め
、
少
々
長
く
な
る
が
、
同
会
議
録
よ
り
そ
れ
を
引
い

て
お
き
た
い
。

は
顕
著
に
見
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

三
、
〈
両
義
性
〉
の
再
確
認
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或
る
家
に
子
供
が
生
れ
た
。
そ
れ
は
そ
の
家
に
子
供
が
生
れ
た
と
い
ふ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
国
家
に
子
供
が
生
れ
た

の
だ
と
思
ひ
ま
す
。
一
人
の
子
供
が
生
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
そ
の
両
親
の
子
供
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
は
国
家
の
子
供
で

あ
り
、
ま
た
陛
下
の
赤
子
な
の
だ
と
思
ひ
ま
す
（
拍
手
）
。
か
う
い
ふ
風
に
考
へ
ま
す
と
、
生
れ
た
赤
ん
坊
の
為
に
国
家
が
お
祝

ひ
を
し
て
や
る
と
い
ふ
こ
と
は
必
ず
し
も
不
思
議
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
さ
う
い
ふ
風
に
し
て
や
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
赤
ん
坊
は
自
分
は
陛
下
の
赤
子
な
の
で
あ
る
、
国
家
の
国
民
な
の
で
あ
る
と
い
ふ
観
念
を
赤
ん
坊
の
時
か
ら
深
く
刻

み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
文
部
省
で
は
国
民
教
育
を
徹
底
さ
せ
る
為
に
今
年
か
ら
小
学
校
を
廃
め
て
新
た

に
国
民
学
校
を
興
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
非
常
に
結
構
な
こ
と
だ
と
思
ひ
ま
す
が
、
子
供
を
教
育
す
る
に
は
必
ず
し
も
七
つ
の
時
ま
で

待
っ
て
居
な
く
て
も
よ
い
と
思
ひ
ま
す
。
赤
ん
坊
は
赤
ん
坊
が
生
れ
落
つ
る
と
共
に
さ
う
い
ふ
観
念
を
吹
込
ん
で
も
、
そ
れ
は
決
し

て
早
過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
と
私
は
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
世
間
に
も
動
も
す
る
と
子
供
は
自
分
の
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
考
へ
を
持
っ

て
居
る
親
達
が
少
く
な
い
や
う
で
あ
り
ま
す
。
極
端
な
も
の
に
な
り
ま
す
と
、
俺
の
子
を
俺
が
ど
う
し
や
う
と
勝
手
ぢ
や
な
い
か
、

芸
者
に
売
ら
う
と
女
郎
に
叩
き
売
ら
う
と
親
の
勝
手
だ
、
か
う
い
ふ
こ
と
を
い
っ
て
怒
鳴
る
親
父
が
あ
り
ま
す
。
か
う
し
た
誤
っ
た

考
へ
を
叩
き
直
す
上
か
ら
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
十
分
に
効
果
の
あ
る
こ
と
と
私
は
思
ひ
ま
す
。
一
体
俺
の
子
だ
と
か
他
人
の
子
だ
と

か
い
ふ
考
へ
が
利
己
主
義
を
蔓
ら
せ
る
と
こ
ろ
の
原
因
だ
と
私
は
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
他
人
の
子
で
あ
る
と
か
、
自
分
の
子
で
あ

る
と
か
い
ふ
前
に
先
づ
国
家
の
子
だ
と
い
ふ
観
念
を
赤
ん
坊
の
内
に
吹
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
や
そ
れ
は
赤
ん
坊
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
両
親
、
い
や
国
民
全
体
に
私
は
吹
込
む
必
要
が
あ
る
。
殊
に
今
日
の
や
う
な
場
合
に
於
て
は
そ
れ
が
必
要
な
の

今
、
木
綿
が
な
い
綿
ネ
ル
が
な
い
、
さ
う
い
ふ
時
に
国
家
か
ら
ネ
ル
の
産
衣
な
り
或
は
木
綿
の
肌
糯
祥
な
り
、
さ
う
い
っ
た
も
の

を
戴
い
た
と
し
ま
し
た
ら
、
家
庭
は
ど
ん
な
に
感
謝
す
る
で
あ
り
ま
せ
う
か
、
そ
の
産
衣
と
一
緒
に
こ
の
度
お
子
さ
ん
が
お
生
れ
に

な
っ
た
さ
う
で
洵
に
お
目
出
た
う
ご
ざ
い
ま
す
。
国
家
に
一
人
の
寶
が
生
れ
た
わ
け
で
す
．
国
家
と
し
て
深
く
お
喜
び
を
申
上
げ
ま

だ
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
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再
確
認
す
る
な
ら
ば
、
前
節
か
ら
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
人
道
主
義
」
と
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
「
二
つ
の

傾
向
」
の
み
な
ら
ず
、
「
愛
国
的
」
や
「
日
本
精
神
」
と
い
う
概
念
が
加
え
ら
れ
た
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
評
価
軸
を
基
盤
と
し

な
が
ら
、
戦
時
下
の
山
本
有
三
の
活
動
、
な
ら
び
に
そ
の
作
家
像
の
形
成
・
流
通
は
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

山
本
有
三
の
作
品
受
容
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
〈
両
義
性
〉
は
垣
間
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
阪
田
寛
夫
は
、
『
日
本
少
国
民
文
庫
』

（

〃

）

に
収
録
さ
れ
た
「
心
に
太
陽
を
持
て
」
の
読
書
体
験
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

／
協
力
〉
を
は
か
ろ
う
と
し
て
も
、

（

旧

）

は
、
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
山
本
有
三
の
主
張
は
、
直
前
の
「
も
う
二
三
分
位
時
間
が
戴
け
る
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
か
」
と
い
う
発
言
か
ら
も
、
彼
に
と
っ
て
、

重
要
な
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
繰
り
返
す
が
、
こ
う
し
た
記
録
を
も
っ
て
、
直
線
的
に
、
山
本
有
三
の
〈
抵
抗

／
協
力
〉
を
は
か
ろ
う
と
し
て
も
、
あ
ま
り
意
味
は
無
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
そ
う
し
た
分
か
り
や
す
い
〈
レ
ッ
テ
ル
貼
り
〉
に
対
し
て

た
だ
し
、
時
局
へ
の
「
抵
抗
」
ば
か
り
が
前
景
化
さ
れ
、
「
戦
争
と
い
う
ひ
と
つ
の
い
ま
わ
し
い
現
象
に
た
い
す
る
文
化
的
抵
抗
」
、

「
時
代
に
果
敢
に
立
ち
向
か
っ
た
知
識
人
」
等
の
指
摘
が
幾
度
も
な
さ
れ
、
戦
後
か
ら
現
在
に
か
け
て
、
近
現
代
日
本
文
学
研
究
の
場
で
、

あ
る
種
〈
神
格
化
〉
さ
れ
て
き
た
山
本
有
三
像
を
、
一
旦
、
こ
う
し
た
記
録
を
も
っ
て
、
相
対
化
す
る
こ
と
に
は
一
定
の
意
味
が
あ
る
だ

フ
〔
一
シ
ハ
ノ
。

す
。
ど
う
か
大
事
に
育
て
て
下
さ
い
。
国
家
は
あ
な
た
の
赤
ち
や
ん
が
健
や
か
に
お
育
ち
に
な
っ
て
ゆ
く
ノ
＼
は
立
派
な
人
物
と
な

り
、
国
家
の
為
に
働
い
て
戴
き
た
い
と
祈
っ
て
居
り
ま
す
。
あ
な
た
の
赤
ち
ゃ
ん
の
御
出
生
を
祝
っ
て
心
ば
か
り
の
品
で
ご
ざ
い
ま

す
が
産
衣
を
一
枚
お
届
け
致
し
ま
す
ど
う
か
赤
ち
ゃ
ん
に
着
せ
て
や
っ
て
下
さ
い
。
た
と
へ
ば
か
う
い
っ
た
や
う
な
手
紙
が
お
上
か

ら
産
衣
と
一
緒
に
届
き
ま
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
家
庭
は
ど
ん
な
に
感
激
致
す
で
あ
り
ま
せ
う
か
、
私
は
お
乳
の
出
な
い
お
母
さ
ん
で

も
急
に
お
乳
が
出
て
来
る
や
う
に
な
り
は
し
な
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
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こ
う
し
た
、
阪
田
が
驚
嘆
を
も
っ
て
述
懐
し
た
、
山
本
有
三
の
戦
時
下
に
お
け
る
〈
両
義
的
〉
な
作
品
受
容
も
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た

作
家
像
の
流
通
と
そ
の
動
向
を
見
据
え
る
と
、
あ
る
種
、
納
得
の
い
く
事
柄
で
あ
る
こ
と
が
再
確
認
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
阪
田
は
同
時
に
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

説
に
、
意
外
に
も
、

い
わ
ゆ
る
「
支
那
事
変
」
が
始
ま
っ
た
昭
和
十
二
年
夏
に
は
私
は
小
学
六
年
生
で
、
既
に
教
育
勅
語
を
暗
記
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の

を
手
始
め
に
、
の
ち
に
は
一
億
一
心
と
か
神
州
不
滅
と
か
、
ど
う
い
う
わ
け
か
漢
字
四
文
字
を
組
み
合
わ
せ
た
滅
私
奉
公
、
忠
君
愛

国
と
い
っ
た
道
徳
律
を
や
た
ら
賑
や
か
に
頭
に
詰
め
こ
ん
で
育
っ
た
け
れ
ど
も
、
同
時
に
別
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
、
「
心
に
太
陽
を
」

と
い
う
言
葉
も
し
ま
っ
て
あ
っ
た
。
（
「
一
枚
の
写
真
ｌ
心
に
太
陽
を
」
『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
山
本
有
三
』
一
九
八
六
・

七
）「

心
に
太
陽
を
！
唇
に
歌
を
！
」

と
い
う
一
節
が
あ
っ
て
、
こ
の
時
は
仰
天
し
た
。
私
の
勝
手
な
気
持
で
は
、
「
心
に
太
陽
を
」
は
、
戦
争
を
讃
美
し
、
敵
意
を
か

き
立
て
る
意
志
と
は
、
全
然
別
の
ひ
き
だ
し
に
属
す
る
事
柄
だ
っ
た
か
ら
だ
。
（
同
前
）

戦
争
末
期
に
進
学
し
た
旧
制
高
校
の
寮
生
大
会
で
、
米
英
撃
滅
を
説
い
て
新
入
生
を
叱
喀
し
た
羽
織
袴
の
狂
信
的
な
上
級
生
の
演

－55－



本
稿
冒
頭
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
、
山
本
有
三
の
営
為
は
、
実
に
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
を
締
め
く
く
る
に
際
し
て
、

再
度
、
山
本
有
三
の
活
動
を
簡
単
に
振
り
返
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
、
そ
こ
に
位
置
づ
け
直
し
て
お
き
た
い
。

大
正
期
に
戯
曲
作
家
・
演
出
家
と
し
て
名
を
成
し
た
山
本
有
三
は
、
時
代
を
昭
和
に
移
し
て
か
ら
は
、
主
に
新
聞
メ
デ
ィ
ア
を
舞
台
に
、

連
載
小
説
に
よ
っ
て
「
国
民
的
」
「
第
二
の
漱
石
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
を
博
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
児
童
文
学
の
分
野
に
お
い
て

も
、
『
日
本
少
国
民
文
庫
』
『
銀
河
』
刊
行
や
ミ
タ
カ
少
国
民
文
庫
開
設
を
は
じ
め
、
様
々
な
活
動
を
繰
り
広
げ
た
。

こ
う
し
た
文
学
活
動
だ
け
で
な
く
、
「
国
語
国
字
」
問
題
、
大
学
教
育
、
教
科
書
編
纂
、
憲
法
口
語
化
、
著
作
権
保
護
活
動
、
政
治
家

と
し
て
の
活
動
な
ど
、
彼
は
様
々
な
場
面
に
お
い
て
〈
国
内
／
外
〉
を
ま
た
に
か
け
、
種
々
の
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。
そ
れ
ら
の
活
動

の
多
く
が
〈
戦
前
／
戦
中
／
戦
後
〉
を
横
断
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

特
に
、
戦
中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
活
動
は
精
力
的
な
も
の
で
あ
り
、
「
国
語
国
字
」
問
題
に
つ
い
て
は
、
三
鷹
国
語
研
究
所
を
私
邸

内
に
設
け
、
そ
れ
が
母
胎
と
な
っ
て
「
国
民
の
国
語
運
動
連
盟
」
結
成
、
山
本
有
三
は
国
語
審
議
委
員
会
委
員
と
な
り
、
「
当
用
漢
字
表
」

の
案
を
提
出
・
可
決
、
四
八
年
に
は
国
立
国
語
研
究
所
を
創
設
す
る
。
ま
た
、
児
童
教
育
に
よ
り
注
力
し
、
四
二
年
に
邸
内
に
ミ
タ
カ
少

（

隅

）

国
民
文
庫
を
開
設
、
戦
後
に
は
い
ち
早
く
少
年
少
女
雑
誌
『
銀
河
』
を
創
刊
、
小
中
学
校
の
「
国
語
教
科
書
」
編
集
に
も
積
極
的
に
か
か

（

旧

）

わ
り
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
あ
ふ
れ
る
教
科
書
と
し
て
「
山
本
国
語
」
「
山
国
」
の
愛
称
を
も
っ
て
教
育
界
に
迎
え
ら
れ
」
た
。
こ
う
し
た

多
岐
に
わ
た
る
活
動
を
基
盤
に
、
四
六
年
貴
族
院
議
員
、
四
七
年
に
は
参
議
院
議
員
と
な
り
、
文
化
委
員
長
・
文
部
委
員
長
等
も
歴
任
し

て
い
く
。
そ
こ
で
も
、
祝
日
や
満
年
齢
の
法
案
を
立
案
制
定
す
る
な
ど
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
の
暮
ら
し
に
、
彼
の
活
動
は
深
く
か
か
わ
っ

て
い
く
。

て
い
る
。 四

、
山
本
有
三
の
活
動
と
研
究
の
展
望
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こ
う
し
た
〈
時
代
〉
〈
領
域
〉
〈
国
境
〉
を
越
境
し
横
断
し
た
山
本
有
三
の
動
向
は
、
繰
り
返
す
と
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
評

価
軸
を
基
盤
に
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
多
義
的
で
暖
昧
な
作
家
像
・
人
物
像
が
あ
ま
り
に
も
強
化
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
、
現
代
社
会

（

釦

）

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
山
本
有
三
の
研
究
は
、
現
在
、
停
滞
・
硬
直
化
の
感
が
否
め
な
い
。

「
虚
像
の
う
え
に
実
像
を
重
ね
て
い
る
」
と
も
指
摘
さ
れ
る
山
本
有
三
（
像
）
に
対
し
、
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う
な
〈
両
義
性
〉
に
よ

（

副

）

り
強
く
焦
点
を
当
て
、
上
笙
一
郎
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
二
つ
の
顔
」
と
い
っ
た
批
判
的
な
見
方
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

（

錘

）

実
際
に
、
そ
う
し
た
観
点
に
注
目
し
た
安
田
武
や
今
村
忠
純
の
考
察
も
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
考
察
を
よ
り
有
意

義
な
形
で
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
今
日
の
視
点
か
ら
〈
抵
抗
／
協
力
〉
と
い
う
分
か
り
や
す
い
二
項
対
立
の
軸
に
、
山
本
有
三
の
多
岐
に

わ
た
る
活
動
を
、
安
易
に
再
配
置
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
現
在
必
要
な
の
は
、
彼
に
付
与
さ
れ
た
「
ヒ
ュ
ー
マ

ペ

ー

ル

ニ
ズ
ム
」
と
い
う
評
価
軸
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
紐
解
き
、
そ
の
覆
い
を
取
り
除
く
こ
と
で
、
ま
ず
は
、
山
本
有
三
の
活
動
を
直
視
す
る
こ

と
そ
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
地
点
か
ら
、
山
本
有
三
研
究
の
新
た
な
地
平
が
ひ
ら
か
れ
て
い
く
こ
と
を
、
前
論
と
と
も
に
本

稿
に
お
け
る
補
筆
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

（

注

）

（
１
）
池
内
紀
「
座
談
会
〃
風
土
と
文
化
〃
」
言
波
」
「
風
」
展
』
ｌ
自
然
と
人
間
ド
ラ
マ
』
一
九
九
九
・
五
、
（
財
）
三
鷹
市
芸
術
文

化
振
興
財
団
・
三
鷹
市
山
本
有
三
記
念
館
）
。

（
２
）
拙
論
「
横
断
す
る
作
家
像
ｌ
山
本
有
三
像
の
流
通
と
そ
の
行
方
」
（
『
昭
和
文
学
研
究
』
二
○
一
七
・
三
）
。

（
３
）
い
ず
れ
も
『
東
京
朝
日
新
聞
』
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
。
連
載
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
二
八
・
七
・
二
○
〜
三
・
二
二
、

一
九
三
二
・
一
○
・
二
○
〜
三
三
・
六
・
六
、
一
九
三
七
・
一
・
一
〜
六
・
一
八
。
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
検
閲
〉
〈
削
除
〉
〈
打
ち
切

り
〉
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
論
（
注
２
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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（
５
）
平
林
文
雄
『
山
本
有
三
研
究
ｌ
中
短
編
小
説
を
中
心
に
』
（
二
○
一
二
・
八
、
和
泉
書
院
）
。

（
６
）
そ
れ
ぞ
れ
、
関
口
安
義
弓
路
傍
の
石
』
と
『
戦
争
と
ふ
た
り
の
婦
人
』
Ｉ
大
戦
前
夜
の
有
三
児
童
文
学
」
（
『
大
正
・
昭
和
の

〃
童
心
“
と
山
本
有
三
』
二
○
○
五
・
一
○
、
笠
間
書
院
）
、
根
本
正
義
「
山
本
有
三
と
児
童
文
学
ｌ
そ
の
一
九
三
○
年
代
の

位
相
」
（
『
解
釈
と
鑑
賞
』
二
○
○
八
・
六
）
。

（
７
）
前
論
で
も
記
し
た
よ
う
に
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
用
語
は
、
特
に
多
義
的
な
意
味
を
含
有
す
る
た
め
、

注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
板
垣
前
掲
書
収
録
「
最
近
の
文
芸
思
潮
変
遷
の
要
点
」
で
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
「
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
の
退
潮
」
に
基
い
て
生
じ
」
た
、
「
元
来
、
人
民
戦
線
と
い
ふ
政
治
活
動
に
対
応
す
べ
き
文
化
活
動
」
（
戸

坂
潤
「
現
代
日
本
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
唯
物
論
」
『
唯
物
論
研
究
』
一
九
三
七
・
二
、
「
人
民
戦
線
に
於
け
る
政
治
と
文
化
」

『
セ
ル
パ
ン
』
一
九
三
六
・
九
）
と
い
う
意
味
合
い
を
指
す
。

（
８
）
「
日
本
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
（
『
現
代
日
本
思
想
大
系
Ｗ
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
一
九
六
四
・
三
、
筑
摩
書
房
）
。
以
下
、
小
田
切

（
４
）
「
路
傍
の
石
」
は
『
東
西
朝
日
新
聞
』
に
て
、
「
第
一
部
」
で
打
ち
切
ら
れ
た
後
、
『
主
婦
之
友
』
に
「
新
篇
路
傍
の
石
」
と
し
て

再
連
載
が
行
わ
れ
た
が
（
一
九
三
九
・
一
〜
四
○
・
七
）
、
内
務
省
の
事
前
検
閲
で
削
除
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
や
は
り
、
実
質
上

打
ち
切
り
と
い
う
形
で
終
わ
っ
た
。
そ
の
際
、
山
本
有
三
は
、
同
誌
に
「
ペ
ン
を
折
る
」
（
一
九
四
○
・
八
）
と
い
う
怒
り
に
満

（
９
）
栗
田
廣
美
『
愛
と
革
命
・
有
島
武
郎
の
可
能
性
〈
叛
逆
者
〉
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
』
（
二
○
二
・
三
、
右
文
書
院
）
、
同
「
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
理
念
の
危
機
と
可
能
性

有
島
武
郎
精
神
史
の
中
核
的
問
題
に
関
連
し
つ
つ
」
（
『
白
梅
学
園
短
期
大
学
紀
要
』
二
○

○

四

・

三

）

。

（
皿
）
谷
川
徹
三
一
「

の
引
用
は
同
論
に
拠
る
。

栗
田
廣
美
『
愛
と
革
命
。

ち
た
文
章
を
残
し
て
い
る
。

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
」
（
『
思
想
』
一
九
三
六
・
一
○
）
。
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（
Ⅳ
）
『
日
本
少
国
民
文
庫
』
の
第
一
回
配
本
で
あ
る
第
一
二
巻
（
一
九
三
五
・
二
、
新
潮
社
）
に
収
録
さ
れ
た
。
原
作
自
体
は
ツ
ェ
ー

ザ
ル
・
フ
ラ
イ
シ
ュ
レ
ン
（
。
房
閏
国
凰
駕
匡
ｇ
）
で
あ
る
も
の
の
、
山
本
有
三
が
、
こ
の
詩
の
収
録
に
強
く
こ
だ
わ
り
、
「
お
れ

の
訳
に
す
る
。
誤
訳
だ
と
非
難
さ
れ
れ
ば
、
お
れ
が
責
任
を
負
う
」
と
い
う
言
葉
と
と
も
に
、
大
幅
に
改
訳
、
末
尾
の
一
行
を
完

全
に
改
変
し
た
こ
と
は
、
高
橋
健
二
が
述
懐
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
（
『
ド
イ
ツ
の
名
詩
名
句
鑑
賞
』
一
九
九
一
・
一
○
、
郁

文
堂
）
。
そ
の
た
め
、
今
村
忠
純
は
、
「
有
三
の
向
日
性
の
理
念
は
、
「
心
に
太
陽
を
持
て
」
に
収
數
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
」

と
指
摘
し
て
い
る
（
「
山
本
有
三
の
生
涯
」
前
出
）
。

（
坦
後
の
「
有
三
青
少
年
文
庫
」
（
一
九
五
七
・
一
二
・
二
一
開
館
）
、
「
三
鷹
市
有
三
青
少
年
文
庫
」
（
一
九
八
六
・
一
○
・
一
七
開
館
）
、

（
略
）
権
錫
永
「
ア
ジ
ア
太
平
》

○

○

・

一

二

）

等

参

照

。

「
ア
ジ
ア
太
平
洋

（
脂
）
今
村
忠
純
「
「
米
百
俵
」
前
提
」
言
戯
曲
の
領
域
展
』
二
○
○
二
・
五
、
（
財
）
三
鷹
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
・
三
鷹
市
山
本
有
三

（
旧
）
戸
坂
潤
「
現
代
日
本
の
ピ
ュ
ー
マ
｝
一
ズ
ム
と
唯
物
論
」
（
前
出
）
。

（
Ｍ
）
そ
れ
ぞ
れ
、
今
村
忠
純
「
山
本
有
三
の
生
涯
」
（
『
人
と
作
品
測
山
本
有
三
』
一
九
六
六
・
一
二
、
清
水
書
院
）
、
関
口
安
義

弓
路
傍
の
石
』
と
『
戦
争
と
ふ
た
り
の
婦
人
』
」
（
前
出
）
、
永
野
賢
「
評
伝
」
言
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
山
本
有
三
』
一
九
八

（
Ⅱ
）
注
（
７
）
参
照
。

（
胆
）
な
お
、
対
外
戦

な
お
、
対
外
戦

記
念
館
）
。

六
・
七
、
新
潮
社
）
。

た
。

略
情
報
誌
に
お
け
る
山
本
有
三
像
の
発
信
の
例
と
し
て
、
前
論
で
注
目
し
た
言
冨
目
目
‐
烏
冒
に
お
け
る

Ｒ
８
ｓ
凋
国
眉
§
島
９
貝
①
冒
冒
国
昌
旨
冨
ロ
①
い
①
旨
①
国
目
＆
《
患
ロ
８
■
自
ｇ
ｇ
ｏ
ｓ
」
の
記
事
を
書
い
た
の
は
阿
部
知
二
で
あ
っ

戦
争
期
に
お
け
る
意
味
を
め
ぐ
る
闘
争
（
１
）
ｌ
序
章
』
言
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
二
○
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※
本
文
の
傍
線
・
傍
点
は
、
注
記
の
無
い
限
り
引
用
者
に
よ
る
。
ま
た
、
原
則
と
し
て
旧
字
は
新
字
に
な
お
し
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。
な

お
、
本
研
究
は
勗
腸
科
研
費
夙
穴
ｓ
い
お
の
助
成
を
受
け
た
も
の
あ
る
。

現
「
三
鷹
市
山
本
有
三
記
念
館
」
（
一
九
九
六
・
一
丁
三
開
館
）
。
『
解
説
三
鷹
市
山
本
有
三
記
念
館
』
（
二
○
○
九
・
一
○
、

（
公
財
）
三
鷹
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
・
三
鷹
市
山
本
有
三
記
念
館
）
参
照
。

（
旧
）
永
野
賢
「
評
伝
」
（
前
出
）
。
日
本
書
籍
株
式
会
社
か
ら
、
五
一
年
三
月
に
小
学
校
用
全
一
四
巻
、
五
三
年
三
月
に
中
学
校
用
全
六

巻
の
「
国
語
教
科
書
」
が
刊
行
さ
れ
た
。

（
釦
）
山
本
有
三
に
付
与
さ
れ
た
、
暖
昧
で
多
義
的
な
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
評
価
軸
は
、
時
代
を
下
る
に
つ
れ
、
さ
ら
に
様
々

な
形
容
や
呼
称
に
換
言
・
拡
張
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
派
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
、
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
、
理
想

主
義
な
ど
の
言
葉
で
有
三
が
語
ら
れ
て
い
て
：
…
・
」
と
い
う
形
で
、
既
存
の
様
々
な
評
論
や
文
学
史
書
に
お
け
る
、
山
本
有
三
の

解
説
の
狼
雑
さ
や
窓
意
性
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
（
Ｙ
・
Ｓ
「
文
学
史
の
位
置
付
け
」
『
未
完
の
「
路
傍

の
石
」
展
』
一
九
九
七
・
一
○
、
（
財
）
三
鷹
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
・
三
鷹
市
山
本
有
三
記
念
館
）
。
こ
う
し
た
流
れ
も
、
山
本

有
三
の
位
置
づ
け
を
、
よ
り
複
雑
に
し
て
き
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
副
）
「
﹇
座
談
会
﹈
子
ど
も
の
た
め
の
叢
書
と
山
本
有
三
」
（
『
大
正
・
昭
和
の
〃
童
心
“
と
山
本
有
三
』
前
出
）
。

（
翌
安
田
武
「
誠
実
主
義
と
文
学
Ｉ
山
本
有
三
」
（
『
共
同
研
究
転
向
中
巻
』
一
九
六
○
・
二
、
平
凡
社
）
、
今
村
忠
純
「
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
の
運
命
ｌ
岸
田
国
士
・
山
本
有
三
な
ど
」
（
『
國
文
學
』
一
九
七
五
・
七
）
。
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